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　春になると大自然に親しみながら、たくさんの方が山菜
採りを楽しんでいます。また、山菜や野菜を庭で育て、手軽
に楽しむ方も少なくありません。
　しかし、山菜や野菜の中には、これによく似た有毒植物が
あり、例年全国各地で、庭や野山に生える有毒植物の誤食
により食中毒が発生し、死亡事例もあります。
　正しい知識を身につけて、食中毒を未然に防いでいただ
くために、食中毒を起こしやすい植物を紹介した毒草ハン
ドブックを作成しました。
　皆さんの身近なところに置き、お役立てください。

植物
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観賞用植物の誤食に要注意

観賞用植物には有毒なものがあるため、食用植物と一緒に
栽培しないようにしましょう。
子どもや認知機能が低下している方が誤って食べないよう
に注意しましょう。
食用として植えた覚えのない植物は食べないようにしましょう。



ている。
近年、庭に植えたギョウジャニンニクと間違えてイヌサフ
ランを誤食した事例が毎年のように発生している。

イヌサフラン（毒）と
ギョウジャニンニク（食）の混栽

イヌサフランをはじめ、観
賞用植物には有害なもの
もあるため、札を立てて種
類を表示し、区分けして栽
培しましょう！



※札幌市内では、平成25年に中毒事例が、平成27年に死亡事
例及び令和６年に誤食を疑う死亡事例がある。道内では令和２
年から６年までの期間に６件の食中毒事例（推定含む）があり、
うち２件で計３名の死亡者が発生している。
　葉をギョウジャニンニクと間違うか、球根をニンニクやタマネ
ギ等と誤認して食べる場合が多い。
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注意が必要な観賞用植物注意が必要な観賞用植物

グロリオサ（キツネユリ） ジギタリス

ブルグマンシア
（エンジェルストランペット） コンフリー

有毒部位 ： 全草、特に地下部
中毒症状 ： 口の中の激しい痛み、
発熱、おう吐など

平成19年、自宅に植えていたグロリオサ
の根をヤマイモと間違えて食中毒となり、
死亡した（静岡県）。

有毒部位 ： 全草、特に葉
中毒症状 ： 胃腸障害、おう吐、下痢、
重症になると心臓機能停止など

平成20年、ジギタリスの葉6枚をコンフ
リー（有毒）と間違えて食中毒となった
（富山県）。

有毒部位 ： 全草
中毒症状 ： おう吐、瞳孔散大、呼吸
の乱れ、けいれん、呼吸困難など

平成21年、ブルグマンシアの花を調理し
て食べ、食中毒となった（岡山県）。

有毒部位 ： 全草、特に葉と根

健康野菜として注目されたが、有毒成分
が含まれていることが分かり、2004年
以降食品として販売禁止に。



（平成元年～令和６年）

発生年月 摂食数 患者数 死者数 毒草の名称 原因施設

平成5.5

8.5

9.4

9.4

10.5

12.8

14.10

14.10
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22.7

25.6

27.6

令和6.4(推定)
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3名

3名
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1名

2名

32名

0名

0名

0名

0名

0名

0名

0名

0名

0名
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1名
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3名

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

家庭

スイセン

スイセン

ドクニンジン

ドクニンジン

スイセン

チョウセンアサガオ

ユウガオ

チョウセンアサガオ

トリカブト

アメリカチョウセンアサガオ

イヌサフラン

イヌサフラン（推定）

イヌサフラン（推定）

観賞用植物で
多発
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札幌市保健所（食の安全）ホームページ
https://www.city.sapporo.jp/hokenjo/shoku/
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